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2015 年 3 月 19 日 
報道関係各位 
ニュースリリース 
 

｢メニューからみた食卓調査 2014｣結果の速報 
― 働く主婦は時短・省⼿間・節約を意識し、食事作り＆お弁当作りに大忙し、 

専業主婦も段取り工夫し短時間調理 ― 
 
 
 株式会社日本能率協会総合研究所（代表取締役社⻑：加藤 文昭 本社：東京都港区）は、20〜60 代
主婦を対象に、2008 年〜2013 年に引き続き 2014 年 7 月、「メニューからみた食卓調査 2014｣を実施
いたしました。本調査は、主婦の調理に関する⼿作り・こだわり意識や、加⼯食品・中食の利⽤実態、
その変化を検証するため企画・実施したものです。今回は、働く主婦と専業主婦の比較分析を中心にご
報告いたします。 
(http://www.jmar.biz/life/life11.html) 
 
 

◆働く主婦も、専業主婦も、時短・省⼿間意識は⾼い。 
働く主婦はメニュー選びで時短・省⼿間志向が顕著。 

「時短メニュー」「省⼿間メニュー」は働く主婦で 6 割超、専業主婦では 5 割台。「電子レンジや圧
⼒なべ」での時短は専業主婦の⽅が⾼く、「何でもフライパン」「使う食器を少なく」は大差がない。 
◆働く主婦はお弁当作りが⽇課で、冷凍食品が大活躍。 

専業主婦は⼿作りおかずをホームフリージングし使いまわす。 
「日常的にお弁当を作っている」は、働く主婦 54％、専業主婦 35％。夕食で「翌日のお弁当に使
えるメニュー」、朝食の準備の仕⽅で「お弁当⽤に調理をしたものを出す」も働く主婦が⾼い。 
◆食費切り詰め意識は 09 年以降、徐々に緩和。働く主婦でより強い節約志向。 
『できるだけ食費を切り詰める』は働く主婦が 25％なのに対し、専業主婦が 20%。 
◆多忙時に作る「カレー」「チャーハン」「焼きそば」、 

買って出すのは「コロッケ」「餃子」「シュウマイ」。 
お助けメニューは「カレー」「チャーハン・ピラフ・焼き飯」「焼きそば」「丼もの」と、一皿完結
型の主食系メニューが上位。中食メニューは「コロッケ」「餃子」「シュウマイ等中華点心」が上位。 
◆家庭では⼿作り「味噌汁」がこの１年で増加傾向だが、 

食卓メニューの和食離れ・⿂離れ、洋食化・⾁食化が続く。 
「味噌汁」は 92%の主婦が月に 1 回以上食卓に登場すると回答。次いで「焼き魚」が 88％、「和
風めん類」が 80％、「⾖腐料理」が 70％、「野菜のおひたし・和え物」が 68％。 

 
 
【調査概要】 
・調査対象：首都圏・中部圏・近畿圏に居住する 20〜60 代の主婦（既婚⼥性） 
・調査⽅法：日本能率協会総合研究所「モニターリサーチ・システム」利⽤による FAX 調査 
・有効回収数：1,082 人(発送数 1,500 人、有効回収率 72.1％) 
・調査実施日：2014 年 7 月 4 日（⾦）〜7 月 9 日（水） 
 
 
 

《本件についてのお問い合わせ先》 
株式会社日本能率協会総合研究所 消費者研究部  担当：土井 
       〒100-0004 東京都千代田区大⼿町２-２-１ 新大⼿町ビル２階 
TEL:03-6202-1287   FAX:03-6202-1294 E-mail:info_mlmc@jmar.co.jp 

  



 

 

◆働く主婦

 
 

普段の調理についての考えや⾏動であてはまるものを選んでもらいました。省⼒化に関する項目を
てみると、主婦全体では「普段は調理時間が短いメニューが多い」「普段は⼿間がかからないメニューが
多い」が 6 割、次いで「電子レンジや圧⼒なべ等で時間短縮している」が
る（何でもフライパン等）」が

時系列でみると、「時短メニュー」「省⼿間メニュー」ともに、
るほか、ほとんどの項目で増加傾向と、主婦の調理に対する省⼒化傾向は年々強まっています。

働く主婦と専業主婦で比較し
割を超えるのに対し、専業主婦では
メニュー選びでの

一⽅、「電子レンジや圧⼒なべ」
らすため、使う食器を少なくする」「普段は後片付けが簡単なメニューが多い」はそれほど差がありませ
んでした。 

時間的なゆとりのある専業主婦でも、半数以上は「時短メニュー」「省⼿間メニュー」を意識して
す。調理器具を使いこなして調理時間短縮をしたり、洗い物や後片付けまで段取りを考
したりと、今どきの主婦は、
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く、特に「市販の冷凍食品」の利⽤は
となっています。

一⽅、「⾃家製の冷凍保存（ホームフリージング）したもの」の利⽤は専業主婦が働く主婦を
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一⽅、「⾃家製の冷凍保存（ホームフリージング）したもの」の利⽤は専業主婦が働く主婦を
ント上回っていました。おかずを⾃分で⼿作りし

のは、専業主婦ならではの

 お弁当作り
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お弁当作りが⽇課で、
をホームフリージング

お弁当作りについての実態を、働く主婦と専業主婦で比較してみました。普段の調理についての考え
や⾏動で「日常的にお弁当を作っている」と回答した人は、働く主婦で
でした。夕食メニューの決め⽅で「翌日のお弁当に使えるメニュー」、朝食の準備の仕⽅で「お弁当⽤に

も働く主婦の⽅が⾼
⾃分の分のお弁当を日常的に作っており、夫の分

普段からお弁当作りが日課となっており、お弁当

お弁当作りにあてはまることを、おかずについて聞いた結果、全体では「市販の冷凍食品」が
％、「新しく作る」

割を超えており、働く主婦のお弁当作りには

一⽅、「⾃家製の冷凍保存（ホームフリージング）したもの」の利⽤は専業主婦が働く主婦を
⼿作りし、冷凍保存

のは、専業主婦ならではのゆとりといえそうです。

作りについての

、冷凍食品
ホームフリージング

お弁当作りについての実態を、働く主婦と専業主婦で比較してみました。普段の調理についての考え
や⾏動で「日常的にお弁当を作っている」と回答した人は、働く主婦で
でした。夕食メニューの決め⽅で「翌日のお弁当に使えるメニュー」、朝食の準備の仕⽅で「お弁当⽤に

も働く主婦の⽅が⾼い傾向でした。
⾃分の分のお弁当を日常的に作っており、夫の分も、⾼校生・大学生の子供の分

が日課となっており、お弁当

お弁当作りにあてはまることを、おかずについて聞いた結果、全体では「市販の冷凍食品」が
％、「新しく作る」56％の順でした。いずれも働く主婦の⽅が⾼

割を超えており、働く主婦のお弁当作りには

一⽅、「⾃家製の冷凍保存（ホームフリージング）したもの」の利⽤は専業主婦が働く主婦を
保存し、お弁当⽤に使う

ゆとりといえそうです。

についての実態（ＭＡ）

冷凍食品が大活躍。
ホームフリージングし

お弁当作りについての実態を、働く主婦と専業主婦で比較してみました。普段の調理についての考え
や⾏動で「日常的にお弁当を作っている」と回答した人は、働く主婦で 54％に対し、専業主婦で
でした。夕食メニューの決め⽅で「翌日のお弁当に使えるメニュー」、朝食の準備の仕⽅で「お弁当⽤に

い傾向でした。 
、⾼校生・大学生の子供の分

が日課となっており、お弁当

お弁当作りにあてはまることを、おかずについて聞いた結果、全体では「市販の冷凍食品」が
％の順でした。いずれも働く主婦の⽅が⾼

割を超えており、働く主婦のお弁当作りには

一⽅、「⾃家製の冷凍保存（ホームフリージング）したもの」の利⽤は専業主婦が働く主婦を
し、お弁当⽤に使う

ゆとりといえそうです。 
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お弁当作りについての実態を、働く主婦と専業主婦で比較してみました。普段の調理についての考え
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でした。夕食メニューの決め⽅で「翌日のお弁当に使えるメニュー」、朝食の準備の仕⽅で「お弁当⽤に
 

、⾼校生・大学生の子供の分
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お弁当作りにあてはまることを、おかずについて聞いた結果、全体では「市販の冷凍食品」が
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割を超えており、働く主婦のお弁当作りには冷凍食品が

一⽅、「⾃家製の冷凍保存（ホームフリージング）したもの」の利⽤は専業主婦が働く主婦を
し、お弁当⽤に使うという、⼿作り

 

 

使いまわす。 

お弁当作りについての実態を、働く主婦と専業主婦で比較してみました。普段の調理についての考え
％に対し、専業主婦で 35％
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、⾼校生・大学生の子供の分も、お
を意識して朝晩の食事

お弁当作りにあてはまることを、おかずについて聞いた結果、全体では「市販の冷凍食品」が 69％と
％の順でした。いずれも働く主婦の⽅が⾼

冷凍食品が必需品

一⽅、「⾃家製の冷凍保存（ホームフリージング）したもの」の利⽤は専業主婦が働く主婦を 8 ポイ
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◆食費切り詰め意識は

 
 

『できるだけ食費を切り詰める』について「はい」〜「いいえ」で答えてもらいました。全体では「は
い」が 23%

「はい」の人を時系列でみると、リーマンショック後の
年代別にみると、
60 代・50 代で

働く主婦と専業主婦で比較してみると、働く主婦が
の⽅が節約志向が⾼いという結果でした。ダブルインカムで
今回の調査では「外でパートやアルバイト」という人が
ません。働く主婦の
が苦しいから働かざるを得ない人も多

 
 
 
 

 

 

食費切り詰め意識は

『できるだけ食費を切り詰める』について「はい」〜「いいえ」で答えてもらいました。全体では「は
23%、これに「どちらかといえば、はい」を合わせると

「はい」の人を時系列でみると、リーマンショック後の
年代別にみると、20 代・

代で 13 年から
働く主婦と専業主婦で比較してみると、働く主婦が

の⽅が節約志向が⾼いという結果でした。ダブルインカムで
今回の調査では「外でパートやアルバイト」という人が
ません。働く主婦の多く
が苦しいから働かざるを得ない人も多
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食費切り詰め意識は

『できるだけ食費を切り詰める』について「はい」〜「いいえ」で答えてもらいました。全体では「は
「どちらかといえば、はい」を合わせると

「はい」の人を時系列でみると、リーマンショック後の
代・30 代の若い主婦ほど節約志向が⾼く、シニアほど低くなる傾向です。また、

年から 14 年にかけて節約志向が⾼
働く主婦と専業主婦で比較してみると、働く主婦が

の⽅が節約志向が⾼いという結果でした。ダブルインカムで
今回の調査では「外でパートやアルバイト」という人が

多くは、それほど⾼収入で
が苦しいから働かざるを得ない人も多

3 できるだけ食費を切り詰める「はい」の回答

  

食費切り詰め意識は 09 年以降

『できるだけ食費を切り詰める』について「はい」〜「いいえ」で答えてもらいました。全体では「は
「どちらかといえば、はい」を合わせると

「はい」の人を時系列でみると、リーマンショック後の
代の若い主婦ほど節約志向が⾼く、シニアほど低くなる傾向です。また、
年にかけて節約志向が⾼

働く主婦と専業主婦で比較してみると、働く主婦が
の⽅が節約志向が⾼いという結果でした。ダブルインカムで
今回の調査では「外でパートやアルバイト」という人が

は、それほど⾼収入で
が苦しいから働かざるを得ない人も多いと推測されます

できるだけ食費を切り詰める「はい」の回答
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年以降、徐々に
働く主婦でより強い節約志向

『できるだけ食費を切り詰める』について「はい」〜「いいえ」で答えてもらいました。全体では「は
「どちらかといえば、はい」を合わせると

「はい」の人を時系列でみると、リーマンショック後の
代の若い主婦ほど節約志向が⾼く、シニアほど低くなる傾向です。また、
年にかけて節約志向が⾼まっている

働く主婦と専業主婦で比較してみると、働く主婦が 25
の⽅が節約志向が⾼いという結果でした。ダブルインカムで
今回の調査では「外でパートやアルバイト」という人が 64

は、それほど⾼収入ではないパートの主婦であり、
いと推測されます。

できるだけ食費を切り詰める「はい」の回答

、徐々に緩和
働く主婦でより強い節約志向

『できるだけ食費を切り詰める』について「はい」〜「いいえ」で答えてもらいました。全体では「は
「どちらかといえば、はい」を合わせると 68%

「はい」の人を時系列でみると、リーマンショック後の 09 年が 31
代の若い主婦ほど節約志向が⾼く、シニアほど低くなる傾向です。また、

まっているのが目⽴ちました。
25％なのに対し、専業主婦が

の⽅が節約志向が⾼いという結果でした。ダブルインカムで⾼収入のイメージの強い働く主婦ですが、
64％に上り、「フルタイム勤務」は

ないパートの主婦であり、
。 

できるだけ食費を切り詰める「はい」の回答

緩和。 
働く主婦でより強い節約志向

『できるだけ食費を切り詰める』について「はい」〜「いいえ」で答えてもらいました。全体では「は
68%に達します。

31％とピークで、年々緩和傾向です。
代の若い主婦ほど節約志向が⾼く、シニアほど低くなる傾向です。また、

のが目⽴ちました。
％なのに対し、専業主婦が

⾼収入のイメージの強い働く主婦ですが、
％に上り、「フルタイム勤務」は

ないパートの主婦であり、節約志向が⾼いのは、

できるだけ食費を切り詰める「はい」の回答（

働く主婦でより強い節約志向

『できるだけ食費を切り詰める』について「はい」〜「いいえ」で答えてもらいました。全体では「は
に達します。 
％とピークで、年々緩和傾向です。

代の若い主婦ほど節約志向が⾼く、シニアほど低くなる傾向です。また、
のが目⽴ちました。 

％なのに対し、専業主婦が 20%と、働く主婦
⾼収入のイメージの強い働く主婦ですが、

％に上り、「フルタイム勤務」は
節約志向が⾼いのは、

（SＡ） 

働く主婦でより強い節約志向。 

『できるだけ食費を切り詰める』について「はい」〜「いいえ」で答えてもらいました。全体では「は

％とピークで、年々緩和傾向です。
代の若い主婦ほど節約志向が⾼く、シニアほど低くなる傾向です。また、

と、働く主婦
⾼収入のイメージの強い働く主婦ですが、

％に上り、「フルタイム勤務」は 23％にすぎ
節約志向が⾼いのは、家計

 
 

『できるだけ食費を切り詰める』について「はい」〜「いいえ」で答えてもらいました。全体では「は

％とピークで、年々緩和傾向です。
代の若い主婦ほど節約志向が⾼く、シニアほど低くなる傾向です。また、

と、働く主婦
⾼収入のイメージの強い働く主婦ですが、

％にすぎ
家計
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◆多忙時に作る「カレー」「チャーハン」「焼きそば」、 
買って出すのは「コロッケ」「餃子」「シュウマイ」。 

 
 
 

65 項目のメニューを挙げ、『忙しいとき・時間がないときによく登場するメニュー（お助けメニュー）』
と『冷凍食品・レトルト食品・インスタント食品・市販の惣菜等、便利な市販品を利⽤したり買ったり
して食卓に出すことの多いメニュー（中食メニュー）』を聞きました。 

お助けメニューは「カレー」「チャーハン・ピラフ・焼き飯」「焼きそば」「丼もの」と、一皿完結型の
主食系メニューが上位を占め、ベスト 20 のうち 11 項目が主食系でした。 

中食メニューは「コロッケ」「餃子」「シュウマイ等中華点心」とおかず系メニューが上位を占め、ベ
スト 20 のうち 14 項目がおかず系でした。 

忙しいときは主食系の炒める・かけるだけで済むワンディッシュメニュー、買って出すメニューは⼿
作りすると⼿間のかかるおかずということが言えます。 

 

図表 4 メニューランキング（ＭＡ） 

   お助けメニューお助けメニューお助けメニューお助けメニュー 中食メニュー中食メニュー中食メニュー中食メニュー

参考：月１回以上参考：月１回以上参考：月１回以上参考：月１回以上

登場するメニュー登場するメニュー登場するメニュー登場するメニュー

(n=1082) (n=1082) (n=1082)

1位 カレー コロッケ 味噌汁

2位 チャーハン・ピラフ・焼き飯 餃子 焼き魚

3位 焼きそば シュウマイ等中華点心 野菜サラダ

4位 丼もの ピザ 卵焼き・目玉焼き

5位 和風めん類 おかずつきのパン カレー

6位 パスタ・スパゲッティ 寿司 和風めん類

7位 刺身 鶏のから揚げ 野菜炒め

8位 中華めん類 刺身 スープ

9位 寿司 たこ焼き パスタ・スパゲッティ

10位 コロッケ トンカツ等肉のフライ 鶏のから揚げ

11位 餃子 天ぷら 餃子

12位 野菜炒め 焼き鳥・照り焼き ゆで野菜

13位 おかずつきのパン 中華めん類 豆腐料理

14位 焼き魚 魚介類のフライ 焼きそば

15位 麻婆豆腐・麻婆ナス等 パスタ・スパゲッティ 野菜のおひたし・和え物

16位 しょうが焼き チャーハン・ピラフ・焼き飯 ハンバーグ

17位 野菜サラダ グラタン 刺身

18位 おにぎり ローストチキン・ローストビーフ 中華めん類

19位 ハヤシライス 野菜フライ チャーハン・ピラフ・焼き飯

20位 卵焼き・目玉焼き ハンバーグ ポテトサラダ

50％以上　 50％未満　 30%未満　



 

 

◆家庭では
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ました。 

1 位の「味噌汁」は、全メニューのうち
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「味噌汁」は、減少傾向だったのが、
しても増加しており、和食メニューの基本として「味噌汁」を⼿作りして出す意識は増加傾向です。

一⽅、「和風めん類」「⾖腐料理」「野菜のおひたし・和え物」といった、気軽な和食のメニューはこの
7 年間で減少が続いています。

この他、この
と、和食の定番メニューが挙げられます。
のから揚げ」「
れが進⾏して
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の『月 1 回以上登場するメニュー

「味噌汁」は、全メニューのうち
次いで「焼き魚」が

和え物」が 68％でした。
「味噌汁」は、減少傾向だったのが、

しても増加しており、和食メニューの基本として「味噌汁」を⼿作りして出す意識は増加傾向です。
一⽅、「和風めん類」「⾖腐料理」「野菜のおひたし・和え物」といった、気軽な和食のメニューはこの

年間で減少が続いています。
この他、この 7 年間で

と、和食の定番メニューが挙げられます。
のから揚げ」「丼もの」でした。

進⾏しており、全体では洋食化・
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⼿作り「味噌汁」
食卓メニューの和食離れ・⿂離れ、

回以上登場するメニュー

「味噌汁」は、全メニューのうち
次いで「焼き魚」が 88％、「和風めん類」が

％でした。 
「味噌汁」は、減少傾向だったのが、

しても増加しており、和食メニューの基本として「味噌汁」を⼿作りして出す意識は増加傾向です。
一⽅、「和風めん類」「⾖腐料理」「野菜のおひたし・和え物」といった、気軽な和食のメニューはこの

年間で減少が続いています。 
年間で 5 ポイント以上減少したものを⾒ると、「刺⾝」「⾁じゃが」「かぼちゃの煮物」

と、和食の定番メニューが挙げられます。
丼もの」でした。脚光を浴びる“和食”ですが、

全体では洋食化・

図表 5 月

  

「味噌汁」
和食離れ・⿂離れ、

回以上登場するメニュー』の

「味噌汁」は、全メニューのうち 1 位で、
％、「和風めん類」が

「味噌汁」は、減少傾向だったのが、13 年から
しても増加しており、和食メニューの基本として「味噌汁」を⼿作りして出す意識は増加傾向です。

一⽅、「和風めん類」「⾖腐料理」「野菜のおひたし・和え物」といった、気軽な和食のメニューはこの

ポイント以上減少したものを⾒ると、「刺⾝」「⾁じゃが」「かぼちゃの煮物」
と、和食の定番メニューが挙げられます。5 ポイント以上増加したものは、「ハンバーグ」「スープ」「鶏

脚光を浴びる“和食”ですが、
全体では洋食化・⾁食化の傾向

月 1 回以上登場する和食メニュー
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「味噌汁」がこの１年で
和食離れ・⿂離れ、

』の中から和食メニューを

位で、92%の主婦が月に
％、「和風めん類」が 80

年から 14 年にかけて増加しました。『⼿作りメニュー』と
しても増加しており、和食メニューの基本として「味噌汁」を⼿作りして出す意識は増加傾向です。

一⽅、「和風めん類」「⾖腐料理」「野菜のおひたし・和え物」といった、気軽な和食のメニューはこの
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 「メニューからみた食卓調査 2014｣は、20〜60 代主婦を対象に、主婦の調理に関する⼿作り・こだ
わり意識や、加⼯食品・中食の利⽤実態、その変化を検証するため、下記項目について調査を企画・実
施いたしました。今回は、働いている主婦と専業主婦の比較分析を中心にご報告いたします。 
 
 １）料理・食に対する意識・⾏動 
 ２）日常メニューのポジショニング 
 メニュー65 品目： ①定番メニュー ②⼿作りメニュー ③中食メニュー 
  ④お助けメニュー ⑤イベントメニュー 
 ３）代表メニューの作り⽅ 
 調理実態： ①パスタ ②寿司 ③ハンバーグ 
  ④⾁じゃが ⑤餃子 
 ４）朝食・夕食・お弁当作りについて 
  メニューレシピの情報源 

朝食シーン：①家族全員の朝食頻度、②朝食準備の仕⽅、③朝食メニュー 
夕食シーン：①家族全員の夕食頻度、②夕食メニューの決め⽅ 
１人だけの夕食シーン：①１人だけで食べる家族、②１人分の夕食の作り⽅と心がけ 

  お弁当：①お弁当を持っていく家族、②お弁当作りの意識・⾏動 
 ５）中食利⽤と買い物⾏動 
  市販の素・調理⽤ソース・簡便調味料：①利⽤、②利⽤実態と理由 
  中食・外食の利⽤：①よく⾏なう、②抵抗感  
  買い物⾏動：①食品の購入重視点、②食品購入時の心がけ 
 
 本調査は、食卓とメニューの生活者データベースとして、食生活のマーケティング戦略に必要不可⽋
な基礎調査データです。今回はその中から、「⼿間なし簡単調理の実態」「お弁当作りについての実態」「食
費切り詰意識」「メニューランキング」「月 1 回以上登場する和食メニュー」に焦点を当てて結果の速報
を報告いたします。(http://www.jmar.biz/life/life11.html) 
 

【調査購入のご案内】 
 本調査は、弊社⾃主企画による調査に複数企業がご参加いただく⽅式で実施し、以下のアウトプット
一式を提供いたします。 

 ①調査のアウトプット 

  （1）調査報告書：A4 判・55 ページ・2014 年 9 月発刊 

  （2）集計結果表：A4 判・493 ページ・2014 年 8 月発刊 

  （3）集計データ（CD-ROM）：クロス集計、ローデータ、他 

 ②購入費用：定価 420,000 円(税別）／ＭＤＢメンバー価格 380,000 円(税別） 
  
 ※本調査の成果物の著作権は（株）日本能率協会総合研究所が保有します。 
 ※弊社は、本調査にご参加・購入いただいた企業（法人・個人）以外には、成果物を提供いたしません。ただし、本調

査を告知するための限定的な利⽤、及び発刊から一定期間経過後はこの限りではありません。 
 ※本調査の成果物のご利⽤はご参加・購入いただいた企業（法人・個人）の内部でのご利⽤のみに限らせていただきま

す。 
 
《本件についてのお問い合わせ先》 

株式会社日本能率協会総合研究所 消費者研究部  担当：土井 
       〒100-0004 東京都千代田区大⼿町２-２-１ 新大⼿町ビル２階 
TEL:03-6202-1287   FAX:03-6202-1294 E-mail:info_mlmc@jmar.co.jp 

 
 

本件引用の際は、お⼿数ですが、上記あて掲載紙をご送付ください。 
 


